
第４号様式（要綱第６条関係） 
 

令和７年度 第１回 藤沢市立亀井野小学校 学校運営協議会会議録 
開催日時 2025 年５月１３日（火）10:00から 

               場 所   亀井野小学校 会議室     

         

出

席

委

員 

佐久間 茂（会長・前 亀井野小学校評議員） 

平尾 洋二（前 亀井野小学校評議員・おはようボランティア） 

成實 真人（前 亀井野小学校評議員・民生委員） 

加藤 和幸（前 亀井野小学校評議員・亀井野保育園園長） 

江添 達男 （六会市民センター長）       

北橋 節男（亀井野地区社会体育振興協議会会長） 

山本 裕章（前親亀会会長 六会地区青少年育成協力会委員） 

玉置 日菜子（藤沢市社会福祉協議会 CSW） 

坂本 祥子（保護者代表） 

村田 朋子（藤沢市立亀井野小学校校長） 

小堀 貴史（藤沢市立亀井野小学校教頭）            以上１１名  

次

第 

１.開式 

２.委任状交付式 

３.自己紹介 

４．会長ならびに副会長の選出 

５．議題（１）学校運営協議会制度（コミュニティスクール）について 

（２）令和７年度亀井野小学校概要について 

    （３）令和７年度亀井野小学校運営方針について 

６．その他 連絡等 

７．閉式 

 

 

協

議 

内

容 

（質問・意見等） 

※５（１）について 

⇒学校として、保護者・地域の力を必要としている。 

 この学校運営協議会はその一環であり、地域や保護者の代表として当事者の立

場で参加していただきたい。学校運営を考えていく上でお力を貸してほしい。 

※５（３）について 

⇒子どもたちや職員から「また明日」が自然とあちこちから聞こえてくるような

居心地のよさが溢れる学校を目指している。 

○亀井野小の課題について  

⇒地域・家庭・学校の連携においては、PTAがなくなったのは大きい。 

保護者組織の本部の役割のなり手がいない。親亀会などの OB の方々と現役の保

護者とどうつないでいくのかが課題。   

○いろんな団体が子どもたちのためにサポートしている。そうした支え手がいる

ことがもっと周知されるといい。 

○亀小と地域をつなげていくために、学校運営協議会として、どんなことができ

るか考えていきたい。 

○親子フェスティバルは１４０名も参加で、親子共々楽しかったようだった。 



⇒暑さ対策が課題。暑さに対応するため、教育課程の見直しを図らざるを得ない。

運動会の練習も配慮が必要である。 

⇒職員の業務負担の軽減、働き方改革の方向で進めている。働き方改革は児童の

学習指導など、時間を児童に還元するための改革である。運営協議会の方々にも

お知恵とお力をお借りしたい。 

６．「その他」について 

○周年行事について 

⇒亀井野小５０周年が２年後に控えている。５０年を意識して準備等色々と整え

ていきたい。 

○いじめへの取り組みについて 

⇒毎月の児童支援会議、生活アンケート、児童へのいじめ防止教室、職員のいじ

め防止研修など、いじめのない学校づくりに向けて様々な取り組みを行ってい

る。 

〇いじめなどで教室に入れない子の居場所はあるか。 

⇒にこにこルームという個別支援の部屋、相談室、特別教室など居場所となるス

ペースを確保している。児童支援担当教諭を中核として個別対応できる校内体制

を整えている。 

○プールについて 

⇒プールについては、本年度は校内のプールを使用する。来年度以降、プール集

約化に向けて地域のプール施設を利用するかどうかについては、現在のところ未

定。 

○スマホ使用の低年齢化がすすんでいる。SNS トラブルを防ぐためにもスマホ教

室を中学年ぐらいからやってほしい。 

⇒ネットモラルについて、児童向けの教室、保護者向けの講演を検討している。 

 

 
              


